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【発表のポイント】

l これまで診療報酬請求（レセプト）データから現在歯数を判定する手法

は確立されていましたが、義歯の使用状況（使用の有無）を判定する手

法は確立されていませんでした。

l 本研究は、歯科レセプトデータから義歯使用の有無を判定するアルゴリ

ズムを構築し、その妥当性を評価しました。

l 歯科レセプトデータの義歯に関連する傷病名コードと診療行為コード（注 1）

を組み合わせることで、感度 65.3％、特異度 96.6％の精度を示しました。

【概要】

レセプトデータベースの研究利用が急速に進む中、歯科領域の疫学研究に

おいて、歯科レセプトデータから現在歯数を判定する手法の妥当性は過去に

検証されていました。しかし、対象者の口腔内の状態を正確に把握するため

には、現在歯数に加え、義歯の使用状況も考慮する必要があります。

東北大学大学院歯学研究科の衣川安奈助教、竹内研時教授らの研究グルー

プは、65 歳以上の高齢者 4,053 名の高齢者歯科健診データと歯科レセプトデ

ータを用いて、歯科レセプトデータから義歯使用の有無を判定するアルゴリ

ズムを構築し、その妥当性を評価しました。

 分析の結果、歯科レセプトデータ内の義歯に関連する「傷病名コードと診

療行為コード」の組み合わせ、または、診療行為コード「歯科口腔リハビリ

テーション料」を用いることで、義歯の使用状況を把握することができる可

能性が示されました。

本研究成果は、2026 年 5 月 21 日に JDR Clinical & Translational Research 
に掲載されました。
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【詳細な説明】 
研究の背景 
 近年、レセプトデータベースの研究利用が急速に増加しており、歯科領域の

疫学研究においても、歯科レセプトデータから現在歯数を判定する手法が確立

されています。しかし、口腔内の状態を正確に把握するためには、現在歯数に

加え、義歯の使用状況も考慮する必要があります。そこで、本研究では、歯科

レセプトデータから義歯使用の有無を判定するアルゴリズムを構築し、その妥

当性を評価しました。 
 
今回の取り組み 
 東北大学大学院歯学研究科 歯学イノベーションリエゾンセンター データサイ

エンス部門の衣川安奈助教、竹内研時教授らの研究グループは、LIFE Study（注
2）に参加している 1 自治体から得た高齢者歯科健診データと歯科レセプトデー

タを使用し、2019 年度の高齢者歯科健診で歯科医師により記録された義歯使用

の有無をリファレンススタンダード（注 3）としました。高齢者歯科健診受診前 1
年間の歯科レセプトデータを用いて、義歯使用の有無を評価するために、義歯

に関連する傷病名コード（「義歯不適合」「義歯破損」など）と歯科診療行為コ

ード（「歯科口腔リハビリテーション料 1」「有床義歯修理」など）を組み合わ

せたアルゴリズムを作成しました。作成したアルゴリズムの妥当性を評価する

ため、リファレンススタンダードに対する感度、特異度、陽性的中率、陰性的

中率（注 4）を算出しました。 
 その結果、4,053 人のうち 59.9％が高齢者歯科健診時点で義歯を使用してい

ました。傷病名コードまたは歯科診療行為コードのいずれかの記録がある場合

のアルゴリズムを用いることで、最も高い感度（65.3％）、特異度（96.6％）、

陽性的中率（96.6％）、陰性的中率（65.1％）が得られました（図 1）。また、

歯科口腔リハビリテーション料の診療行為コードのみを用いた場合も、同様の

精度を示しました。 
 
今後の展開 
 歯科レセプトデータの傷病名コードと診療行為コードを組み合わせるアルゴ

リズム、あるいは歯科口腔リハビリテーション料のみに基づくアルゴリズムを

使用することで、義歯使用の有無を判定できる可能性が示されました。これに

より、レセプトデータを活用して歯の本数だけでなく義歯の使用状況まで考慮

した分析が可能となり、口腔および全身の健康との関連についての疫学研究に

新たな展開が期待されます。 
 



 
図 1. 本研究の概要 
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【用語説明】 
注1. 傷病名コード：歯科医院を受診した際、歯科医師が診断した病名や 

口腔の状態（「義歯不適合」「義歯破損」など）に対して、全国共通で 
割り当てられている識別番号。 
診療行為コード：歯科医院を受診した際、歯科医師が診断に対して 
実際に行った治療や処置の内容（「歯科口腔リハビリテーション料 1」 
「有床義歯修理」など）に対して、全国共通で割り当てられている 
識別番号。 

注2. LIFE Study：自治体が保有する保健・医療・介護・行政等の健康関連 
データを住民単位で統合したデータベース研究。 

注3. リファレンススタンダード：アルゴリズムの妥当性を評価する際、 
判定の基準として用いられる既存の確実なデータのこと。 

注4. 感度：実際に義歯を使っている人を、データ上でも「使っている」と 
正しく判定できた割合。 



特異度：義歯を使っていない人を、データ上でも「使っていない」と 
正しく判定できた割合。 
陽性的中率：データ上で「義歯あり」と判定された人のうち、 
実際に義歯を使っていた人の割合。 
陰性的中率：データ上で「義歯なし」と判定された人のうち、 
実際は義歯を使っていなかった人の割合。 
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